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２００８年 愛知県農業総合試験場の１０大成果

－脱・抗生物質と飼料費削減に道を拓く－－脱・抗生物質と飼料費削減に道を拓く－

畜 産 研 究 部

子牛は成牛に比べ、寒さなどの環境変化や病原菌などの影響により、下痢や疾病の発生す
る割合が高くなります。子牛にとって下痢などの衰弱による発育停滞は、酪農経営コストの
増大につながり大きな問題となっています。また、その予防や治療には一般的に抗生物質が
使われており、耐性菌の出現が危惧されています。

シンバイオティクスとは

腸内で善玉菌として働くプロバイオティクス（乳酸菌）に生育の栄養分となるプレバ
イオティクス（オリゴ糖）を混合することで確実で高い効果を得ることが可能！！

プロバイオティクス
（乳酸菌： L.casei subsp. Casei ）

プレバイオティクス
（デキストランオリゴ糖）

シンバイオティクスシンバイオティクス

○下痢の抑制

下痢は58％程に減少

○腸内細菌の改善

乳酸菌の増加と大腸菌の減少

○糞便の臭い低減

糞便中の悪臭物質インドールの減少

○体重の増加

３ヶ月齢時で体重５kg増加

発育促進による育成期間の短縮

経産牛80頭の飼養モデルで育成牛7頭分の飼料費削減が可能！

○安全な成長促進物質として、抗菌性物質の代替物質としての利用。

○哺育期間の発育促進による育成期間の短縮で酪農経営コストの低減。

（千葉県、畜産草地研究所、名糖産業等との「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」による
共同研究の成果です）

開発の背景・ニーズ

抗生物質に依存しない安全安心な生産技術の確立を目的として、哺育期間の子牛に「シン
バイオティクス」を給与することで下痢の抑制・発育促進などが可能であることが分かりま
した。

成果の内容

愛知県農業への貢献

子牛（生後から３ヶ月齢）にシンバイオティクスを給与した結果
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